




















































































































































































































































































T 2佃 収 ･-た･,触りは何個ですかo
C 3匹です｡
T 伐ったかえるは3匹ですね｡
数名の児芯が.黒板の掲示用数図ブロックを
操作しながら.数回ブロックの動かし方を説明
することにより,どの言葉でも同じ ｢数回ブロ
ックを取り去る｣ことに気付くことができた｡
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4 いちごのお.引こ合わせて,数凶ブロッ
クを動かす｡
指導の工夫⑤
別の問題場面でも,お話に合わせて数図プ
ロックを動かす活動を取り入れることにより
用いられる膏薬や場面が遮っていても数図ブ
ロックを取り去ることに気付きやすくするQ
T もう1枚,絵があります｡何の絵ですか｡
C いちごの絵です｡
T 何個ありますか｡
C 7個あります｡
T お話の続きを言います｡いちごが7個あり
ます｡3個食べましたOいちごのお話もブ
ロックを動かせそうですか｡
C はい｡
T ブロックは何個いりますか｡
C 7個｡
T いちごのお話に合わせてブロックを動かし
ましょう｡
C いちごが7個あります｡ (数図ブロックを
7個おさえる｡)3個食べました｡ (3個
取り去る｡)授りは何個でしょう｡
かしましたか｡
C いちごが7個あります｡ (掲示用数回ブロ
ックを7個押さえる｡)3個食べました｡
(掲示用数図ブロックを3個取り去る｡)
C 同じ!
T ブロックは何個動かしましたか｡
C 3個です｡
T 動かし方は同じですか｡
C Lにした人もいた｡
し 私は手に持ちました｡
T 右や上に動かしたり,手ミニ持ったりして,
はじめの7個のブロックから3個をどうし
たのですか｡
C 取りました｡
T 動かす向きは違ったけど,みんな3個取っ
たところは同じですか｡
C はい｡
C すごいところがあった｡ (数図ブロックを
取り去る動きをしながら)3個食べました
がみんな一緒だった.
T 3個食べましたのところで,みんな3個取
ったのですね｡3個取ったらいちごはお皿
の上に何個残りましたか｡
C 4個残ります｡
このように.児童は ｢いちご｣のお許でも数
図ブロックを操作することにより,r食べる｣
とい言葉でも数図ブロックを取り去ることに気
付くことができた｡
5 2つのお話の数回ブロックの動かし方
指尊の工夫⑥
｢かえる｣と ｢いちご｣の2つのお話の数
図ブロックの動かし方を比較することで,ど
ちらのお話も数画ブロックを取り去り.数が
減るというひき井の場面を表していたことを
T 今日は,かえるといちごのお話でブロック
を動かしました｡ブロックの動かし方を見
ましょう｡ (板笹を指す｡)
C 一緒｡
T どこが一緒ですか｡
T いちごのお話でどんなふうにブロックを勤
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C (黒板の掲示用数図ブロックを指しながら)
こことここ｡
T 3個取ると2個取るが同じ｡
C 取るところが同じc
T お話は違ったけど,取るは同じですか｡
C はいo
T かえるのお話ではブロックを2個取りまし
たc数はどう変わりましたか｡
C 少なくなった｡
C 減りましたo
T いちごのお話はどうですかo
C 減りました｡
C かえると同じ !
c 数は違うけど同じo
T さっきは散るが同じだったけど,今度は何
が同じですか｡
C 減るのが同じ｡
T かえるのお話といちごのお話はブロックを
取5のと数が減るのが同じでしたね｡数が
減るお話はかえるやいちごのお話だけです
か｡
C 例えば,りんごとかみかんのお話c
c アイスとか本｡
T 次の界数の時間も数が減るお話を勉強して
いきましょうO
以上のように,児虫はかえるといちごのお話
を比較することにより,吾桑や数は違 うけれど,
どちらも数図ブロックを取り去り数が減るお話
であるという共通点に気付くことができた0
5 考療
計井の意味理解をより確かなものにするため
に,帰納的な考え方を生かした授業づくりを行
うための工夫について, 1年 ｢ひきざん｣の実
践を通して考察した｡
児畠は, 1つの問題場面を,ひき算を表す様
々な言葉で表現してきたCさらに,お話に合わ
せて数図ブロックを動かす活動を取り入れるこ
とにより.ひき算を表す様々な言葉が,どれも
数図ブロックを取り去り,数が減るというひき
第の場面を表 していることを帰納的に考えるこ
とができた｡また,異なる問題場面の数図ブロ
ックの動かし方を比較し,話し合 う活動を取り
入れることで,2つの事例からひき界の計節の
意味を帰納的に考え,その意味理解をより確か
なものにすることができたと考えられる｡
今後も,帰納的な考え方を生か した授業づく
りの工夫についてより一層研究を深めていきた
い｡
引用 ･参考文献
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